
簡単。WebAR制作



たったこれだけ。

・準備

　obj形式の3D素材
　AR.js+A-FremeのHTML雛形
　ARのマーカー
　Webサーバ

・作り方

　1.「obj形式の3D素材」をWebサーバに配置します。
　2.「AR.js+A-FremeのHTML雛形」の２行を、
　　「1.」の配置先に合わせてパスを修正します。
　3.「2.」で作成したHTMLをWebサーバに配置します。
　4.スマホのブラウザで、HTMLを表示して起動した
　　カメラでARのマーカーを写す。これだけ。



素材はFree3D.comでDL。

低ポリゴンを
選択します。

.objと記載ある
素材を探してDL

します。



雛形は２行修正する。
<!DOCTYPE html>
<html lang="ja">
  <head>
    <!-- A-Frame ライブラリの読み込み -->
    <!--<script src="https://aframe.io/releases/0.9.2/aframe.min.js"></script>-->
    <script src="https://aframe.io/releases/1.0.4/aframe.min.js"></script>
    <!-- AR.js ライブラリの読み込み -->
    <!--<script src="https://cdn.rawgit.com/jeromeetienne/AR.js/1.7.7/aframe/build/aframe-ar.js"></script>-->
    <script src="https://cdn.rawgit.com/jeromeetienne/AR.js/2.2.2/aframe/build/aframe-ar.js"></script>
  </head>
  <body style="margin : 0px; overflow: hidden;">
    <!-- A-Frame の VR空間に AR.js を紐づける（デバッグUIを非表示） -->
    <a-scene embedded arjs="debugUIEnabled:false;">

      <!-- OBJ形式のCGモデルの読み込み -->
      <a-assets>
        <a-asset-item id="obj" src="img/heart/heart.obj"></a-asset-item> <!-- objファイル -->
        <a-asset-item id="mtl" src="img/heart/heart.mtl"></a-asset-item> <!-- mtlファイル -->
      </a-assets>

      <!-- マーカーを登録（プリセットされている「hiro」マーカー） -->
      <a-marker preset="hiro">
        <!-- 影をつける -->
        <!-- マーカーの場所に OBJ 形式の 3DCG を置く -->
        <a-obj-model
          src="#obj"
          mtl="#mtl"
          scale=".07 .07 .07"
          position="0 0 0"
          rotation="0 180 0"
        ></a-obj-model>
      </a-marker>

      <!-- AR用のカメラを置く -->
      <a-entity camera></a-entity>
    </a-scene>
  </body>
</html>

DLした3D素材の
配置先を

ここに記載します。



カメラで写すARマーカー。

 



さらに、このようなのも作れます



任意の画像をマーカにして表示

写真ないですが
予め指定しといた

画像を写すと
３Dが表示されます。



指定した緯度経度に表示

写真はないですが、
マーカーなくても
空中に文字が

浮かんでみえます。



↓このページにまとめときました。
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